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アイスコアコンソーシアム規約 

アイスコアコンソーシアム運営委員会 

 (名称) 

第 1 条 

本コンソーシアムは、アイスコアコンソーシアム（略称：ICC）と称する。 

 

（設置） 

第 2 条 

ＩＣＣは、国立極地研究所氷床コア研究委員会の中に設置される。 

 

(目的) 

第 3 条 

ICC は南極氷床ドームふじ深層掘削計画で掘削された深層および浅層コア（以下、

「アイスコア」という）の解析と研究を実施するための共同研究組織である。 

2 研究の有機的連携及び効果的な推進を図る目的で設置される。 

 

(活動) 

第 4 条 

ＩＣＣは、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

1) 国立極地研究所氷床コア研究委員会から付託されたアイスコアの管理、研究計

画立案、解析の実施  

2) 解析情報の相互利用と共同研究の推進 

3) 研究会の開催 

4) 研究成果の国内外への発信の奨励 

5) その他、ＩＣＣの目的を達成するために必要な活動 

 

(会員資格) 

第 5 条  

ＩＣＣは下記の会員をもって構成する。但し研究者とは学生・大学院生を除く。 

1）第一期および第二期コアの掘削、解析などプロジェクト推進に関わった研究者。 

2)上記研究者と研究を共にする共同研究者。（但し、海外の研究者との共同研究に

関しては申し合わせ事項で別に定める。） 

3)ＩＣＣの趣旨に賛同し、コア研究の発展に貢献可能な研究者で、ＩＣＣ運営委員
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会が承認した者。 

(入会) 

第 6 条  

ＩＣＣへの入会を希望する者は、入会申込書（電子メール）を事務局に提出し、運

営委員会の承認を得なければならない。 

 

(退会) 

第 7 条  

退会を希望する会員は、退会届け（電子メール）を事務局に提出しなければならな

い。 

 

(除名) 

第 8 条  

会員がＩＣＣの趣旨に著しく反する行為を行った時は、運営委員会の議決を経て、

運営委員長がこれを除名することができる。ただし、その会員に弁明する機会を与

えなければならない。 

 

(構成) 

第 9 条  

ＩＣＣは、運営委員会、研究グループ、監事，顧問及び事務局で構成される。 

 

(運営委員会) 

第 10 条  

運営委員会は各研究グループの幹事（正幹事１名・副幹事１名以上）によって構成

される。 

2 運営委員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じたときの

後任の任期は前任者の残任期間とする。   

3 運営委員の互選により運営委員長と副委員長を置く。 

4 運営委員長と副委員長の任期は、2 年とし、再任を妨げない。 

5 運営委員長は、ＩＣＣを代表し、活動を統轄する。 

6 運営委員の 2 人以上の要請があるときには、委員長はすみやかに運営委員会を

招集しなければならない。 

7 運営委員会は、構成員の 3 分の 2 を定足数とし、議事は出席者の過半数によっ
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て決する。 

8 運営委員会は、会員の入退会及び各研究グループ構成員の承認を行う。 

9 運営委員会は、ＩＣＣの活動方針を決定し、運営・活動を行う。 

10 運営委員会は年に一度、ＩＣＣの構成員すべてに呼びかけて年次集会を開催し、

ＩＣＣの活動報告を行なうとともに、情報交換の機会を提供する。 

11 運営委員会は、ＩＣＣの年次活動計画を策定して、ＩＣＣの運営・活動に当た

るものとし、計画を構成員及び氷床コア研究委員会に報告する。 

12 運営委員会は、各研究グループを通して課題申請者から提案された研究課題、

コア配分申請について審議する。 

13 運営委員会は審議結果に基づき，課題申請者に対してコアの研究計画，コア配

分を速やかに実施させる責任を負う。 

14 運営委員会は年度毎に，コア研究課題とその研究状況およびコア管理状況をＩ

ＣＣ構成員および氷床コア研究委員会に報告しなければならない。 

15 運営委員会は研究に必要となる基本解析データの早期取得を立案し，会員に提

示し、また取得状況を周知しなければならない。 

 

(研究グループ) 

第 11 条 

研究グループの活動は、運営委員会がそれを統括する。 

2 研究グループ構成員は、幹事（正幹事１名・副幹事１名以上）を選出し，ＩＣ

Ｃ運営委員会の承認を得る。 

3 幹事は研究グループ間の情報交換を活発にし，共同研究の提案など，ＩＣＣ全

体の研究を活性化することに努める． 

4 会員は、希望により複数の研究グループに属することが出来る。 

5 会員は、新たな研究グループ設置の要望を運営委員会に提案することができる。 

6 幹事の任期は２年とし、再任を妨げない． 

7 幹事が（フィールド調査等で）長期不在の場合は，其の期間につき臨時幹事に

交代するものとする． 

 

(監事) 

第 12 条  

ＩＣＣに監事２名を置く。 

2 監事は、氷床コア研究委員会が任命する。 
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3 任期は２年とし再任は妨げない。 

4 監事は運営委員を兼ねることができない。 

5 監事は次の職務を行う。 

1）コア管理および配分が適正に行われているか状況を監査する。 

2）各年度のＩＣＣの活動評価を行い、運営委員会に対して報告及び必要な提言を

行う。 

 

 

(顧問) 

第 13 条  

ＩＣＣに顧問を置く。顧問は ICC 運営委員会が任命する。 

 

2 顧問はＩＣＣ運営委員会に対して助言を行う。 

 

(事務局) 

第 14 条  

ＩＣＣに事務局を置く。 

2 事務局はＩＣＣの事務およびコア管理を担当する。 

 3 事務局は、国立極地研究所に置く。 

 4 事務局に事務局長を置き、運営副委員長を充てる。 

5 事務局の運営に関する必要な事項は、運営委員会が定める。 

 

 (活動報告) 

第 15 条  

運営委員長は、ＩＣＣの活動報告書を各年度終了後に遅滞なく作成し、会員の承認

を得なければならない。 

 

(細則) 

第 16 条  

本規約の実施に関して必要な細則は、運営委員会が別に定める。 

 

(規約の変更) 

第 17 条  
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この規約の変更には、運営委員会の議決を必要とする。 

 

附則 

1. この規約は平成 18 年 4 月 1 日より適用する。 

この規約は平成 18 年 10 月 1 日改定 

この規約は平成 25 年 4 月 1 日改定 
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コア及びデータ利用、成果公開に関する申し合わせ 

 

本申し合わせは、国立極地研究所の氷床コア研究委員会がアイスコアコンソーシ

アム（以下、ICC という）に研究と管理を付託した南極氷床ドームふじ深層掘削計

画で掘削された深層および浅層コアの利用と得られた成果の取り扱い、成果公開に

関する事項を取りまとめたものである。 

 

１. 会員の権利と義務 

（１）会員は各研究グループを通して、研究のためのコア配分申請の権利を有する。 

（２）会員は状況に応じた（データ公開の項参照）各種コア解析データを取得する

権利を有する。 

（３）会員は運営委員会の許可無く非公開データを構成員以外に提供してはならな

い。 

（４）会員は「ドームふじ氷床コアの研究」に必要となる基本解析データ（現場解

析データ、同位体データ、化学成分データ、大気成分データ、物理解析データ等）

取得作業に等分に貢献することが期待される。なお、基本解析データ取得作業の詳

細は、運営委員会が決定し各研究グループあるいは複数の研究グループで実施する。 

 

２．コア配分の基本方針 

 ICC 運営委員会は、既存研究課題の推進および新たな研究課題の開発に努めるが、

その採択にあたっては以下の申し合わせにしたがって判断する。 

 

なおドームふじ深層コアは次のよう分割されている。A コア：さまざまな研究に使

われるコア、第 1 期コアでは断面積の 60％、第 2 期コアでは断面積の 50%。B コ

ア：保存コア、第 1 期コアでは断面積の 25％、第 2 期コアでは断面積の 33%。C

コア：同位体、イオン、微粒子など融解処理しての研究に使われるコア、第 1 期コ

アでは断面積の 15％、第 2 期コアでは断面積の 17%。なお、Ｂコアが既に使用さ

れた深度では、相当量分のＡコアを保存コアとする。 

 

（１） 重複研究を避けることを原則とする。ただし、合理的な理由（以下の例示

参照）がある場合は、運営委員会の判断によって、重複研究を認める場合があ

る。 

（重複研究を認める場合） 

＊ 新たな解析手法や測定数の増加などによって、測定精度あるいは信頼性の
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向上が期待される場合。 

＊ 再測定を必要とする理由が明確な場合。 

＊ その他、研究推進に有用と認められる場合。 

（２） ICC 事務局は、これまでに行われた研究課題および進行中の研究課題（基

本解析、海外との共同研究など含むすべての研究課題）とその進捗状況を常に

アップデートしウェブサイトに公表する。 

（３） ICC 事務局は，コアの使用状況（コア管理ログ）を常にアップデートし，

（会員専用の）ウェブサイトに公開する。これをコア申請のための調査資料と

する。 

（４） B コアの配分に関しては、十分な理由が認められる場合に限り、かつ同じ

深度の A コアを残すことを条件に、ICC 運営委員を通した要求（コア配分申請）

に基づいて、ICC 運営委員会の承認で配分する。ICC 運営委員会が B コアの使

用を承認した場合は、氷床コア研究委員会に報告する。 

 

（５） A コアの配分に関しては、ICC 運営委員を通した要求（コア配分申請）に

基づいて、ICC 運営委員会の承認で配分する。 

 

（６） C コアに関しては、同位体、イオン、微粒子などの解析を目的として、国

立極地研究所に配分済みである。 

 

 

3. コア配分の申請手続き 

（１） 会員は各研究グループ内で研究グループ幹事を通じてコア配分を申請す

る。申請をうけた幹事はグループ内での承認を得るべく申請内容をメンバーに諮り

検討する。特に横断的な課題に関しては、複数グループでの検討が望ましい。研究

グループで承認した後、研究グループ幹事を通して、ICC 事務局宛に提出するもの

とする。コア配分申請に必要な記載事項は、申請用書式に別途定める。 

 研究グループの承認が得られなかった場合、申請者は ICC 運営委員会に審議を

委ねる事ができる。 

 

（２） 申請を受けた ICC 事務局は、ICC 運営委員にコア配分申請を電子メールで

通知し審議を求めるとともに、同内容を CC として ICC 会員全員に周知させる。ICC

事務局は、この通知の際に、進行中の課題，終了した課題とコア使用状況リストを、

ウェブへの掲載或いはメール連絡によって周知する。審議を求められた ICC 運営
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委員は異論がある場合一週間以内に ICC 事務局にその旨を伝える。一週間以内に

ICC 事務局に返事がなければ承認したものとする。ただし、事情に応じて審議期間

を調整することがある。ICC 事務局は、速やかに審議結果をコア配分の申請者に通

知する。また、ICC 事務局は定期的に ICC 会員にコア配分申請状況をウェブへの掲

載或いは電子メール連絡によって周知させる。 

ICC 運営委員会がコア配分申請を承認しなかった場合、ICC 事務局は ICC 監事及

び氷床コア研究委員会の意見を求める。ICC 運営委員会はこれらの意見を参考にし

た上で再審議する。最終的に ICC 運営委員会がコア配分申請を承認しなかった場

合、ICC 事務局はコア配分申請が承認されなかった理由や経緯等を申請者、ＩＣＣ

監事、氷床コア研究委員会に伝えるとともに記録に残しておく。 

 

（３） コア処理・発送などの作業は、ICC 運営委員のあるいはコア管理者の指示

にもとづいて、原則として申請者自身がおこなう。 

 

（４） コア配分を受けた者は、解析の進捗状況を ICC 運営委員会の求めに応じ

て報告する義務および解析終了後すみやかに論文などで公表する義務を負うもの

とする。（研究成果発表の指針参照） 

 

（５） ICC 運営委員会は事務局を通して、コア配分状況および残存コアリストを

常時（ウェブ上で）会員に公表する。 

 

（６） ICC 運営委員会は研究状況およびコア管理状況を氷床コア研究委員会に

報告する義務を負う。 

 

 

4.  コア配分後の、データ整備・内部公開・論文執筆の基本方針 

１）   コア申請に基づきコアが配分された場合には、コア解析担当者（あるいは

グループ）は、データセットの完成、データの内部公開、論文執筆を延滞なくおこ

なわなければならない。ICC 運営委員会はこれらの状況を、ICC 会員ならびに氷床

コア委員会へ報告をする。また、すべてのデータ取得者はデータを第３者が利用す

る際に必要な付帯情報（いわゆるメタデータ）を作成する義務がある。ICC 事務局

はすべてのデータを管理する。 
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a. 配分されたコアから、規定の期間にデータセットを完成する義務 

 ICC の構成員である解析担当者は、コア申請時にあらかじめ申告・承認された解

析期間を目途とし、データセットを完成する義務がある。それを超える場合には、

その理由と期間を ICC 運営委員会に申告し、それについて了承をうけなければなら

ない。 

 

b. データセット完成後の内部公開義務 

 解析担当者は、データセット完成後には、それをとりまとめ、付帯情報とともに

データセット完成後半年以内に ICC 内部に公開しなければらない。また、そのデー

タ（メタデータおよび実データ）を ICC 運営委員会に提出しなければならない。な

お、解析担当者が取得データを内部公開しない場合には、その理由と期間を ICC

運営委員会へ申告し、それについて了承をうけなければならない。 

 なお、ここで、内部公開とは、研究データとして研究上の価値を追求する目的で

ICC 構成員に限定して公開することをさす。内部公開データを使用した論文発表に

あたっては、著者名などについて ICC 運営委員会の承認を必要とする（研究成果発

表の指針参照）。 

 

c. データセット完成後の論文発表義務 

 解析担当者は、データセット完成後１年以内にそのデータを用いた研究内容およ

びデータを、論文あるいはデータジャーナルなどで発表する義務がある。なお、デ

ータにはその質のラベルをつけることが求められる。ここで、発表とは、論文投稿

の事実をもって発表とみなす。 

 

d. ICC 運営委員会の義務、および、論文発表の遅れに対する対応 

 ICC 運営委員会は、ICC 内の情報交換の促進と研究活性化のため、解析担当者か

らの提出をうけて、必要に応じて図表形式のデータを ICC 内の研究者に周知する。

また、ウェブを通じて、配分されたコアについてのデータセットの整備状況、メタ

データ、内部公開状況、それに、論文発表状況を ICC 内の研究者に公表する。ICC

外部への不用意なデータの流出を避けるため、実データは配布希望メンバーにのみ

配布することとし、その窓口はメンバーの属する研究グループ幹事が担当する。図

表形式のデータも生データについても、メンバーを起点とした再配布は認めない。 
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 なお、データセット完成後１年の期限を経過しても論文発表（論文投稿）のない

データについては、ICC 運営委員会は、データ取得者に出版努力を強く促すほか、

データ取得者に対しての必要な支援を協議・検討する。仮に、データ取得者が適切

な見通しを示さない場合、あるいは、データ取得者の対応のみでは論文化の見通し

がたたないと ICC 運営委員会が判断した場合、あるいは、遅れによる損失が重大で

あると ICC 運営委員会が判断した場合には、その時点で執筆リードをとれる者が論

文執筆をすすめるように調整する義務がある。その場合、データ取得者が論文執筆

リードをとる優先権は失われたとみなす。なお、データ取得者以外の者が論文執筆

リードをとる場合でも、データ取得者が共著者になることは推奨される。 

 なお、論文発表期限をを延長せざるをえない特別な事情がある場合には、データ

取得者側はそれを ICC 運営委員会に提示し、了解を得る必要がある。 

 

（２）データの公開や利用について調停を要する事案が発生した場合には、ICC 運

営委員会がこれを調停する。 

 

 

5.  外国との共同研究 

氷床コアサンプルや未公開の氷床コアデータの配付・交換をともなうような外国

との共同研究については，氷床コア研究にかかる外交関係上の配慮を要する場合が

あるため、研究開始前に ICC 運営委員会で審議し承認する必要がある。ICC 運営委

員会は氷床コア研究委員会へ報告する。 

 

（１） 会員は研究グループ幹事へ外国との共同研究計画を申請する。申請をうけ

た幹事はグループ内で承認を得るべく申請内容をメンバーに諮り検討する。特に横

断的な課題に関しては、複数グループでの検討が望ましい。研究グループで承認し

た後，研究グループ幹事を通して、ICC 事務局宛に提出するものとする。申請に必

要な記載事項は、申請用書式に別途定める。 

研究グループの承認が得られなかった場合、申請者は ICC 運営委員会に審議を

委ねる事ができる。 

 

（２） 申請を受けた ICC 事務局は、ICC 運営委員に共同研究計画申請を電子メー

ルで通知し、審議を求める。同時に、同内容を CC として ICC 会員全員に周知させ

る。審議を求められた ICC 運営委員は異論がある場合一週間以内に ICC 事務局にそ
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の旨を伝える。一週間以内に ICC 事務局に返事がなければ承認したものとする。た

だし、事情に応じて審議期間を調整することがある。ICC 事務局は、速やかに審議

結果を共同研究計画の申請者に通知する。また、ICC 事務局は、定期的に ICC 会員

に「外国との共同研究」の承認状況をウェブあるいはメールにより周知させる。 

 ICC 運営委員会が外国との共同研究を承認しなかった場合、ICC 事務局は ICC 監

事及び氷床コア研究委員会の意見を求める。ICC 運営委員会はこれらの意見を参考

にした上で再審議する。最終的に ICC 運営委員会が外国との共同研究を承認しなか

った場合、ICC 事務局は外国との共同研究が承認されなかった理由や経緯等を申請

者、ＩＣＣ監事、氷床コア研究委員会に伝えるに伝えるとともに記録に残しておく。 

 

（３） コア申請も同時にともなう場合、コアの申請や申請承認後の取扱いは「３．

コア配分の申請手続き」に従う。 

 

６．研究成果発表の指針 

１．学会発表 

 「コア配分後の、データ整備・内部公開・論文執筆の基本方針」に基づき、内

部公開レベルのデータを活用した研究成果の場合には、学会発表について ICC 運

営委員会へ報告をしなければならない。完全公開レベルのデータのみの使用であ

れば、研究成果の学会発表は ICC の管理下にはない。ただし、ＩＣＣ会員間の研

究情報の交換を促進するため、ICC 運営委員会への報告を奨励する。 

 

（１）学会発表は発表を希望する者が事前に共同研究者と良く相談及び調整してお

く。研究グループ全体や ICC 全体が関わって取得したデータを発表する場合は、

事前に研究グループの幹事・副幹事や ICC 運営委員会が相談・調整を行う。 

（２）学会発表を行う者は、学会発表の申込を行う際に、学会発表報告書をＩＣ

Ｃ事務局に提出する。 

（３）ＩＣＣ事務局はＩＣＣ会員間の情報交換のため、受け付けた学会発表報告

書をＩＣＣ会員に周知させる。（メール又はウェブ） 

 

２．論文発表 

「コア配分後の、データ整備・内部公開・論文執筆の基本方針」に基づき、内

部公開レベルのデータを活用した研究成果の場合には、論文発表について ICC 運

営委員会からの承認を得なければならない。完全公開レベルのデータのみの使用

であれば、研究成果の論文発表は ICC の管理下にはない。ただし、ＩＣＣ会員間
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の研究情報の交換を促進するため、ICC 運営委員会への報告を奨励する。 

（１）論文発表は発表を希望する者が事前に共同研究者と良く相談及び調整して

おく。研究グループ全体や ICC 全体が関わって取得したデータを発表する場合は、

事前に研究グループの幹事・副幹事や ICC 運営委員会が相談・調整を行う。発表

を希望する者は、研究に使用をした内部公開データのデータ取得者（グループ）

とは論文発表でのデータ使用の位置づけについて事前に調整をすること。 

（２）論文発表を希望する者は、論文を投稿する前に、論文発表申請書（論文要

旨を添付したもの）をＩＣＣ事務局に提出する。 

（３）申請を受けたＩＣＣ事務局は、ＩＣＣ運営委員に論文発表申請書を電子メ

ールで通知し、審議を求めるとともに、同内容をＣＣとしてＩＣＣ会員全員に周

知させる。審議を求められたＩＣＣ運営委員は、論文要旨及び著者名を検討し、

異論がある場合は一週間以内にＩＣＣ事務局にその旨を伝える。一週間以内にＩ

ＣＣ事務局に返事がなければ承認したものとする。ただし、事情に応じて審議期

間を調整することがある。ICC 事務局は、速やかに審議結果を申請者に通知する。

ＩＣＣ事務局は定期的にＩＣＣ会員に論文発表承認状況を周知させる。（ウェブ、

メールを通じて）なお、ＩＣＣ運営委員が論文要旨だけで投稿の可否を判断でき

ない場合、ＩＣＣ事務局は著者に論文の提出を求めることがある。 

 ICC 運営委員会が論文発表を承認しなかった場合、ICC 事務局は ICC 監事及び

氷床コア研究委員会の意見を求める。ICC 運営委員会はこれらの意見を参考にし

た上で再審議する。最終的に ICC 運営委員会が論文発表を承認しなかった場合、

ICC 事務局は論文発表が承認されなかった理由や経緯等を申請者、ＩＣＣ監事、

氷床コア研究委員会に伝えるとともに記録に残しておく。 

（４）論文発表が承認された場合、論文発表の申請者は投稿された論文が受理さ

れたとき、ICC 事務局に論文受理の報告を行うこと。このとき、論文（PDF ファ

イルの形が望ましい）を ICC 事務局に提出すること。 

（５）論文が出版されたとき、論文発表の申請者は誌名、出版年、巻号、ページ、

doi 等、論文引用の際に必要な情報を ICC 事務局にメールで送付すること。また、

論文別刷（論文の PDF ファイルがあれば PDF ファイルも）を ICC 事務局に送付

すること。ICC 事務局はウェブやメール等により定期的に会員に論文出版情報を

配信する。 

 

３．記者発表 

（１）記者発表は発表を希望する者が共同研究者と良く相談及び調整しておく。

研究グループ全体や ICC 全体が関わって取得したデータを発表する場合は、事前
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に研究グループの幹事・副幹事や ICC 運営委員会が相談・調整を行う。 

（２）記者発表を希望する者は、事前に記者発表申請書をＩＣＣ事務局に提出す

る。 

（３）申請を受けたＩＣＣ事務局は、ＩＣＣ運営委員に記者発表申請書を電子メ

ールで通知し、同内容をＣＣとしてＩＣＣ会員全員に周知させる。審議を求めら

れたＩＣＣ運営委員は異論がある場合は一週間以内にＩＣＣ事務局にその旨を

伝える。一週間以内にＩＣＣ事務局に返事がなければ承認したものとする。ただ

し、事情に応じて審議期間を調整することがある。 

（４）記者発表が ICC 運営委員会で承認された場合、ICC 事務局は国立極地研所

長に記者発表申請書を提出し、記者発表の可否を諮る。国立極地研究所所長が承

認した場合、ICC 事務局は、速やかに審議結果を申請者に通知する。 

（５）記者発表が承認されなかった場合、ICC 事務局は記者発表が承認されなか

った理由や経緯等を申請者に伝えるとともに記録に残しておく。 

（６）記者発表を行う者は記者発表で使用する資料を事前にＩＣＣ事務局経由で

国立極地研究所所長に送付し、内容のチェックを受ける。 

（７）ＩＣＣ事務局は定期的にＩＣＣ会員に記者発表状況を周知させる。（ウェ

ブ、メールを通じて） 

 

７．本申し合わせの有効期間 

 本申し合わせは、平成 18 年 4 月 1 日から発効し、コア研究の進捗状況を勘案し

て、随時見直されるものとする。 

 本申し合わせは、平成 18 年 10 月 1 日改訂 

 本申し合わせは、平成 19 年 4 月 1 日改訂 

 本申し合わせは、平成 25 年 4 月 1 日改訂 

 


